
令和 4 年度（2022 年度）の研修会などの主な活動  

 

1 資料保全（製本）研修の実施 

令和 4 年 10 月 13 日と 10 月 14 日に、都内区市町村立図書館と東京都図書館等連絡会加盟館の

職員を対象に資料保全（製本）研修を行い、合わせて 37 名が受講しました。  

この研修は、都立中央図書館が行っている修理や製本、そして資料保存に関する知識を東京都

内の図書館と共有していこうと、平成 15 年度から行っています。人気のある研修会ですが、対応

に限界があるため、参加者は各自治体・機関から原則として１名に絞り実施しています。当館職

員が講師を務め、保存や修理に関する基本的な考え方を学び、ページの破れやノドの傷みなどの

実習を通して正しい知識と基礎的技術の習得を目指しています。 

令和 4 年度も新型コロナウイルス感染症の対策をとりながら、資料保存の基礎と資料防災及び

水濡れ資料への対処を行いました。これまでの研修会での主な質問と回答については、保存・修

理についてのＱ＆Ａをご覧ください。 

 

2 講師派遣型研修の実施 

東京都の市区町村立図書館からの要請を受け、当館職員による資料保存の研修を行っています。

今年度は令和 4 年 11 月に中央区立京橋図書館で実施しました。 

 

3 館内職員対象の研修の実施 

当館職員を対象に、資料保存と製本・修理の基本基礎及び資料防災について学ぶことを目的と

した「資料保全（製本）研修」を実施しました。 

 

4 その他 

資料保存に関する問い合わせは 21 件ありました。 

 

＜新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった研修等＞ 

・資料保全に特化した「本の修復見学ツアー」「夏休み 手作り和本体験ツアー」「本の修復見学と

和装本づくりツアー」 

https://www.library.metro.tokyo.lg.jp/guide/about_us/collection_conservation/conservation/qa/index.html
https://www.library.metro.tokyo.lg.jp/guide/about_us/collection_conservation/conservation/qa/index.html

